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　先日，テレビで地球の営みに関し
て台湾の映像が映し出されていた。
台湾では日本で海中にあるプレート
が地表にあり，さらに，大規模な土
砂崩れにより全村が被災したという
数年前の事象がある。その中で，地
球規模の地殻変動に７ｍも既存のダ
ムが流域ごと隆起した映像を見せら
れると，人知では自然の営みによる災害等にはと
ても太刀打ちできないとあきらめも出てくるのだ
けれど，計り知れない恐れはあることはこととし
て，日本各地，広く世界に住む住民の安全のため
に，人知の及ぶ限りで対策を打っていくことも必
要と思い，拙い私の報告が役に立てばと（一社）全
国治水砂防協会の依頼を受けた。特に，平成26年
７月９日にわが町を襲った梨子沢の土石流災害の
状況と対応，復旧に至る経緯を示すことが，少し
でも皆さんの参考になればと思う。

◇
【被害状況等】
　平成26年度　７・９南木曽町豪雨災害
○災害発生場所
　南木曽町読書（なぎそまちよみかき）梨子沢

（なしざわ）を中心に町内各地で発生
○災害発生日時（梨子沢土石流）
　平成26年７月９日（水）17時40分頃
○気象概要（平成26年７月９日の大雨に関する長

野県気象速報より）
　７月９日，台風第８号は15時には九州の西を北

東に進んでいた。一方，朝鮮半島か
ら東北地方に停滞する梅雨前線に向
かって，南から暖かく湿った空気が
入り，関東甲信地方では大気の状態
が非常に不安定となった。このため，
昼過ぎから夜のはじめ頃にかけて，
県内の所々で積乱雲が発達し，雷を
伴った非常に激しい雨が降った。特

に，南木曽では17時40分までの前１時間に70.0㎜
の激しい雨を観測した。
　また，解析雨量では南木曽町付近で，17時30分
までの前１時間に約90㎜の猛烈な雨を観測した。

土砂災害の解消を目指して

連載●土砂災害の解消を目指して

■ 宮　川　正　光＊■

＊Masamitsu Miyagawa　長野県南木曽町長

梨子沢の土石流の状況



砂防と治水〈第230号〉平成28.4.20 　  　

34

⑴　人的被害

⑵　建物被害

⑶　道路被害

⑷　上下水道施設

⑸　町営住宅被害

⑹　河川における被害

⑺　農業関係被害

⑻　交通関係



　  　 土砂災害の解消を目指して

35

〈７月９日　雨量70㎜ /h（16：40～17：40）〉
・16時19分　大雨洪水注意報発令
・17時40分　国交省より梨子沢土石流発生の通報，

梨子沢で土石流発生を確認，南木曽町災害対策
本部設置，梨子沢周辺に避難指示，消防団出動

・17時45分　大雨洪水警報発令
・17時50分　三留野地区全域に避難勧告発令，

蘭・妻籠地区に避難準備情報発令
・18時16分　土砂災害警戒情報
・23時00分　災害救助法適用

〈被災写真〉

土砂の状況

家屋の被災状況

JR中央西線の被災状況

国道19号の被災状況
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　最後に，土砂災害の解消を目指してと問われれ
ば，国を挙げて災害予防に努めることだと思う。
災害があってからの手厚い支援もありがたいが，
南木曽町でも，梨子沢以外に土石流が発生したと
ころがある。梨子沢の災害でも，設置された砂防
堰堤のおかげで，多くの土砂を食い止め，被害の
軽減が図られたことは間違いのない事実だ。南木
曽岳の裏側では，降水量もそれ以上と思われてい
る額付川があり，その下流には500戸の家が密集
している。この木曽谷に，直轄砂防事業が取り入
れられた誘引の川で，一昨年２基目の砂防堰堤が，
完成したばかりだった。その時は大きな堰堤の三
分の一が埋まっていたのに気付かなかったが，ま
さに，そこで土石流をくい止めていなかったら何
人の命が失われていたのか想像もつかない。あと
で検証して空恐ろしく身震いを覚えてしまった。
　予算に限りがある中とはいえ，人の命を守る砂
防事業は，どうしても必要だと，今度の災害を通
して改めて痛感した。山が緑なら安心だという様
な妄想にとらわれることなく，治山にも力を入れ，
さらに多少景観が悪くとも，あの巨大なコンク
リートの塊が，命を守ってくれる守護神であれば，
命を一番と考えている住民にとって，山や，沢，
河川を埋め尽くされても何の文句があろうか。（一
社）全国治水砂防協会や国土交通省砂防部をはじ
め関係者には，日のあたらない地味な仕事の裏に，
命を永らえて感謝してもしきれない思いの住民が
多くいることに思いを強くし，ますますの活躍を
お願いしたい。

　災害の復旧は，状況写真にあるように，28年度
中の竣工が予定通り進んでいるが，そこには国土
交通省，森林管理署，長野県の力強い支援があっ
たからで，災害直後のこの先どうなるのかという，
町や住民の困惑や不安を払拭してくれている。災
害２日目には，新たな砂防堰堤２基，治山堰堤５
基の設置が提案され，その後の順調な進捗状況を
見ると関係各所がいかに安心して安全に暮らせる
かに留意しているか，目の当たりにした思いだ。
ただ今後も土砂災害の解消は，そう簡単には進め
られないと思う。ひとつには，南木曽町でもそう
だが，過去の災害に学んだはずが，時が経つにつ
れその貴重な体験が薄れていく。災害のない日が
続くほど，一朝有事の思いを繰り返し，繰り返し
記憶に残す活動が必要だ。これだけの災害に遭い
ながらも，３・４回目の避難勧告にはほとんどの
町民は応じず，頭を抱える思いだった。
　もう一つは，今度の災害対応が，事前の（一財）
砂防フロンティア整備推進機構によるロールプ
レーン方式の机上訓練を２回受講していたこと。
机上とはいえ，国・県・町・消防団等が一堂に会
して連携を図りながら災害の対応を学んだこと。
特にマスコミ対応は，最初戸惑いがちであったが，
記者会見など誠意をもって臨んだことで良好な関
係を結べたと思う。どちらにしろ，それぞれ関係
の皆さんの応援と，ボランティア，最後には，被
災にもめげず，区長さんをはじめ地域の皆さんの
昼夜を問わぬ活動があったればこそと，心から感
謝している。

◇


